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グラファイトに室温で圧力を加えると相変態が生じ、圧縮グラファイトとなることが知られて

いる[1]。また、圧縮グラファイトは、透明で絶縁性を示すことに加えて、ダイヤモンドに匹敵す

る極めて高い硬度を有していることが報告されている。一方で、高配向熱分解グラファイト

（HOPG）に対して、中性子照射、衝撃圧縮、急冷の重畳するプロセスを通してHOPGが透明のア

モルファスダイヤモンドに変換することが見出され、中性子照射HOPGは新しい炭素相を生み出

す有用な材料として注目されている[2]。このような背景を踏まえて、中性子照射HOPGを出発材

料として、高圧高温処理による構造変化に関する研究を進めている。 

 本研究では、愛媛大学地球深部ダイナミクス研究センターにある川井式高圧装置を用いて、中

性子照射HOPGの高圧高温処理を施した。処理後の回収試料に対して、X線回折（XRD）, Raman

分光, 透過型電子顕微鏡（TEM）等を利用してその構造

を調べた[3]。  

図 1に、15GPa、1500℃で高圧高温処理を施した中性子

照射HOPGのTEM像と制限視野電子線回折パターンを示

す。電子線回折パターンから見積もられた c 軸方向の面

間隔は約 0.31nmであり、通常のグラファイトよりも小さ

くなっていることが明らかとなった。また、作製された

圧縮グラファイトは、常温・常圧下で安定に存在してい

ることも分かった。作製された圧縮グラファイトの詳細

な構造変化については、本会議で議論する予定である。 
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Fig.1. TEM image and selected area 

electron diffraction pattern of 

n e u t r o n - i r r a d i a t e d  H O P G 

    treated at 15GPa and 1500℃. 
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